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医学系留学生は医師 と非医師(ノ ンメディカル)の 研究者とに大別されるが、医師であっ

て も基礎医学系講座で研究を行 うものから臨床医学系講座で診療を行 うものまで多種多様

であり、医学系専門 日本語の指導は各分野の内容を総合的 に組み合わせた授業形態をとる

ことが重要になる。ここで医学系留学生に指導すべき専門日本語 とは、科学技術基礎用語、

基礎医学系用語、臨床医学系用語、医療現場での接遇表現、医療 日本事情等であると考 え

ているが、これ らの指導にあたっては留学生の基礎的 日本語能力が重要であるとともに、

指導者のもつ医学的知識が大変重要なポイン トとなる。医学系専門日本語の指導上留意 し

なければな らな いことは、指導者が専門教官でない場合は、その語の持つ専門性において

授業を受ける留学生の方が指導者よりも専門知識を有 している場合が多い とい うことで あ

る。授業では、 ほとんどの場合、日本語についての質問ではなく、専門用語 と医学知識 に

ついての質問が 留学生か ら寄せ られることか らも、医学 日本語の指導にお いては、指導者

は豊富な医学知識 を有 してい ることが望ましく、そのためには専門日本語教育を医学専門

教育の範疇で実施するとい う考え方について論議する必要がある。

講義に使用す る教材についても、市販教材 はほとんどないのが現状であ り、指導者に よ

る独 自教材作成 の必要性が生 じるものと考え られる。そのためにも全国の医学部、医科大

学間で医学系留学生に対する医学日本語 ・医療 日本事情を含む留学生教育 のネッ トワーク

構築が必要であると考える。

キーワー ド=医 学 日本語、医療 日本事情、医療接遇指導、専門教育と留学生教育

1.は じめに

1990年 頃より、全国の主要な国立大学に留学生

センターが設置 される ようにな り、我が国に学ぶ

留学生に対 する教育 の充実が図 られてきた注1。 当

初は日本語 ・日本事情教育 を中心に進 められて き

た留学 生教育 も、最近では留学 生数の増加 や来 日

早々よ り研 究に従事 したい とい う留学生 ・指導教

官両者 の希望な どから、研 究支援のための専門 日

本語教 育をカ リキュラムに取 り入れ よ うとい う動

きが盛 んになってきて いる。なお、 ここで言 う専



門日本語に は専 門用語や学術論 文といった ものか

ら、研究室での実験等に伴 う会話やディスカッショ

ンまで多様な項目が含まれている暁

さて、現在までの専 門日本語教育の分野 での研

究に目を向 ける と 工学系 の専 門読解 に対する分

析1)や 農学系論文の語彙調査2)、文系 ・理系の講 義

の 日本語の分析3)と いったいわば日本語教育の分野

からのアプ ローチが行われているが、研究活動 を

前提に した指導や実戦的なカ リキュラムに対す る

報告4)のはほとん どないのが現状である。 これは、

本研究 において も強調 して いる点であるが、専 門

日本語教育の場合、一般の 日本語教育 と異 なり、

指導す る分野の専門知識の有無 が授業 の成功を大

きく左右 し、専門知識 を持たな い日本語教 官には

大きな困難が伴 うので はな いか とい う認識 が存 在

するためではなかろうか。

本稿 において は、医学系留学生が どのよ うな指

導を必要としているか を明 らか にし、実際の指 導

経験を もとに、 専門 日本語教育 の位置付けにつ い

て論じたい6)。本研究が、諸大学に部いて医学系留

学生の教育を行 ってい る指 導者 にとって、取 り入

れやすいものであるよう留意したことを付す。

2、医学系留学生 に対 する指 導

2.1学 部留学生に対する授業

学部留学生は 日本人学生 と同 じ授業 を履修 し、

単位を取得しなければならず、基本的には日本語 ・

日本事 情といった科 目が他 の語学の単位 と振 り替

えられ る以外は、留学生とい うことで科目の履修

について特段の配慮を受けるこ とはな い。ただ、

特段の配慮がな いにせ よ、 現行の 日本事情科目に

も工夫が必要で あると考える。 日本事情科 目にお

いては日本文化な どを紹介す る授業形態が多いが、

もっと科学や医学に特 化した授業を多 く用意すべ

きである7)。

これ ら学部留学生に対す る指 導は研究留学生 に

対する指導 とは大いに方向性を異にす るものと考

える。学部留学生の多 くは大学入学時点ですで に

一定水準以上の 日本語能力を身に付 けてい るが、

入学後6年 間または4年 間の医学部での学習、た と

えば難解な漢字 を含む解剖用語 の理解、教科書 を

的確に読む能力、さらには卒業年度に行われる膨

大な卒業試験:と医師国家試験:を受験す るにたる実

力の養 成を考えれば、 まず 日本 語能力の向上を第

一に考 え
、進級 に応 じた専 門科 目の補習カ リキ ュ

ラム等の指導が必要 と考えられる。

専門基礎科目(生 物 学や化学、数学等)の 履修

についても 日本 人学生 と同 じ条件で履修 す るこ と

が原則であるた め、教養教育の般階においては留

学生セ ンター教 官である筆 者が、専門基礎科目に

ついて補足的指導を行 っている。なお、これらの

指導が必要 にな るのは、多 くは定期考査の時期で

ある。専門課程 に進学後も修学 のための援 助を行

うことが望ま しいが、 最も好ま しいと思われるの

は同級生 として の日本人学生の援助 と考え る。 医

学部医学科の学 生の場 合、すで に専門教育が導入

された時点から親 しい学生同士でグループを作 り、

通常の試験や国家試験 の勉 強を効率良 く進めるの

である。これは多 くの医学部で も同様 の状況で あ

り、共 同で学習するほ うが国家試験の合格 率も高

いようであ る。筆者が 日本 語能 力の向上を第一 に

挙げた理由の一つが ここにある。つま り1医 学部

入学後の早い時期に、 日本 人学生や教 官と十分な

コミュニケーシ ョンができる日本語能 力を身につ

け、学生間や教官 との コミュニ ケーシ ョンが活発

になる ことが、専門科 目の学習効果を向上 させ る

第一の要因であ ると考 えるからである。なお、 医

学部における学部留学 生の留学 の成否 を卒業試 験

と国家 試験の合 格 とい うこ とで判断す る医学部 は

少なくないと思われる。

2.2研 究留学生に対する授業

医学系研 究留学生を分類する と、以 下の4つ に

なる。

(1)非 医師(ノ ンメディカル)で 基礎医学系講座

で基礎医学系の研究を行 う者

(2)医 師であって基礎医学系講座で基礎医学系の

研究を行 う者

(3)医 師であって臨床医学系講座で基礎医学系の

研究を行 う者



(4)医 師であって臨床医学系講座で臨床医学系の

研究を行 う者

当初、医学系専門 日本語 の指 導は基礎医学系 と

臨床医学系にわけてクラス編成 していた。そ して、

非医師であ って基礎医学的研究 を行 う者に対す る

指導は臨床医学的知識 をあま り意識せずに行って

いたが、半年の講義が終了した後、留学生からフィー

ドバ ックされた意見の多 くが、医学部 において行

われる研究 の多 くが直 接的、間接的に臨床 医学 と

結びつ いている場合が多 く、た とえ非 医師であっ

ても基礎的な臨床医学 の知識、用語は必要 である

とい うものであ った。 その意見 をもとに、筆者 は

医学系専門 日本語の講義を基礎 医学系 と臨床医学

系とい った分類で指導する ことをやめ、実験系医

学日本語、診療用語、解剖 学用 語、生理 ・生化学

用語 といった分類で授業を用意 し、受講者の必要

に応 じて受講で きるよ うに改めた。医学系専門 日

本語の多 くは基礎から臨床 とい う流れ の中で関連

性を有 して おり、系統的かっ合理的な指導が行 え

るならば決 して 学習者 にとって難解な分野ではな

い。以下に列挙する項 目を総合 的に組み合 わせ る

形態の授業を行っている。

2。2.1実 験系作業に必要な基礎用語

ここではまず、色の表現、数の扱い、量的表現、

状態表現、変化、位置等の どの分野の科学研究 に

も必要 とな る基礎的用語を指導 する。色の表現指

導では、基礎医学系の研究では薬品や化学変化 に

よる色 の変 化を、臨床 医学系の研究で は患者に投

薬する薬剤 の色等を例 に取 り上 げて、 出来 るだ け

具体性 を持 たせ て指導 を行 う。 また、数量表現 で

は、 と りわけ診療行為 を行 う研究留学 生には投 薬

量など患者の病態に直接的に関係する事項であり、

慎重かつ綿密な指導を行 う必要がある。

2.2.2研 究に必要な学術基本用語

学術基本用語 とは科 学研 究を行 う上で、 どの分

野にも共通事項 として必要 とされる用 語の ことで

あり、学習やデ ータ処理に必要 な共通専門語とい

う認識である。化学や数学の専門用語、科学表現、

数式表現などが含まれる。

具体的には、数学領域では微分、偏微分、積分、

統計、検定な どの語や数式の読み方。 化学領域 で

は元素、反応名、実験機器(ガ ラス器等)、 試薬

名、化 学式 の読み方な ど。また、コンピュータ用

語や単位の表現 も指導する。

2.2.3基 礎医学系専門用語

ここでは、生:物学や生理学、微生物学、遺伝学、

分子生物学、実験機器(分 析機器)と いった専 門

用語を指導する。例を挙げれば、生物学や遺伝 学

では細 胞、核、染色体、遺伝、 形質な ど、生理 ・

生化学ではタンパク質、核酸、 酵素、代謝、呼 吸

など、分子生物学ではDNA,RNA,フ ァージ、 ウ

イルス、制 限酵素な ど、実 験機 器では電気泳動 、

超遠心機、顕微鏡、高速液 体ク ロマ ト、液 体シン

チレー シ ョンカ ウンターな ど、研究に密着 した用

語の指導を行 うのが特徴である。

2.2.4各 科臨床医学系専門用語

ここでは基礎 医学系用語 に属する解剖学用語 を

各器官別に導入 し、疾病名、病理学用語、治療法、

薬剤等 の臨床医学系用語 と組み 合わせて総合的に

指導を行 う。具体的には臓器 ・器官の解剖 学的説

明を行 った後、代表的疾病 名を導入す る。次に検

査法 と治療法に関する用語を導入 し治療に必要な

薬剤にも言及する。胃を例 にとれば、

胃→噴門→大育→小沓→幽門→十二指腸

胃→検査→X線 二重造影法、胃カメラ、

バイオプシー

胃→胃炎→ 胃酸→ペプシン、塩酸

↓

慢性胃炎、急性胃炎

↓

胃潰瘍→吐血→シメチジン

胃→胃癌一→早期癌、進行癌→病理検査

↓

手術→開腹手術、内視鏡手術

↑ 胃全摘、亜全摘、 リンパ郭清

麻酔→全身麻酔、硬膜外麻酔、局所麻酔

この ように、 筆者は内科系、外科系 とい った分

類で授業を進めることをしていない。上記 の例 で

は 「胃」とい う一つのキーワー ドをも とに、一 連

の流れ 図の ようにそこか ら派生する内科系、外科



系、検査、治療 、薬剤等の関連用語を系統的に指

導を行 うことに より、密度の濃 い、知識 としてま

とまりのある授業を行 うことが可能 となる。なお、

現在器 官別に授業で用意してい るのは、消化器 系

専門用 語、循環器系専門用 語、小児科系専門用語

等であ り、眼科 や耳鼻咽喉科、精神神経科 とい っ

たある程度 限局 された部分を対象とす る診療科 に

ついては、 それ ぞれ眼科系専門用語、耳鼻咽喉科

系専門用語、精 神神経科系専門用語とい う形態で

教材を用意 し授業を進 めている。この指導法に至

る過程 には、筆者の過去の指導 経験のなかでの試

行錯誤 が大 きく影響 している。 なお、最近米国に

おいて 開発過程 にある対話型 ロボッ トの言語処 理

の手法が、筆者が行った一つの言葉か ら派生的に

関連語 を示 してゆ く方法 と同様 であったことは大

変興味深いが注3。いずれ稿をあらため議論 したい。

2.2.5病 院用語

病院用語では、おもに建物の名称や診療 施設 の

名称について、 具体的 内容 を伴 う形で講義 を行 っ

てお り、必要な場合は施設見学 を行 う。例 をあげ

るならば、付属病院についてはまず、病棟、受付、

外来、事務室、診察室、検査室、手術室等の名称。

検査室 につ いて は、心電図検査 室、採血室、X線

透視室、内視鏡:検査室、CT室 、MRI室 、核医学検

査室、超音波検査室等 どの診療 科にお いて も行 わ

れる検査を中心 に、講義 と単発 の施設見学 を実施

している。 また、手術室については一般に施設見

学がむずか しく、留学生に対す る専門 日本語教育

という範囲にお いては、写 真、 ビデオ、図を用 い

て対応すべきもの と思われる。

2.2.6診 察 ・診療の基本用語

診療行為 に必要な用語を指導 してい る。カル テ

用語、処置用語、検査オーダー法、医療器具名等

を単語 と文例について、写真、 現物な どを交えて

指導 しているが、ここでは記録 を書 くとい う作業

を念頭 に置いている。 これ らの用語は後述する診

療現場での接遇表現のなかでも取 り入れている。

2.2.7薬 剤名

診療 、検査、 治療に用い る代表的な薬剤 につ い

て日本 での一般 名と実際に病院 で使用 されてい る

商標名につ いて指導した。一般 名について は英 語

による名称 と同 じもの もあ るが、 日本で使用され

る場合 は発音が 異なる場合がほ とんどで、実質 的

にカタカナ用語 として指導する必要性がある。

2.2.8診 療現場での接遇表現指導

臨床 医学 系の研究を行 う研究留学生の中には、

付属病院等 での診察、検査 、治療の現 場で 日常 的

に患者や医師、 看護婦 との接遇が必要 にな るの も

がいる。ここで は話す とい う作業を念 頭に置き、

筆者はいくつか の状況に分類 して指導 している。

まず患者に対応する場合、敬語表現指 導を重点 的

に行い、幼児語 と大人 語の違い、丁寧 過ぎ る表現

はふさわ しくな いこと、医師同士が交 わす 専門用

語を交 えた会話 とは異 なる事を理解で きる よう指

導した。診療現場での意志 の不疎通、情報 の不正

確な伝達は重大な事態 も招 きかねず、十分 注意 し

ながら指導した。

2.2.9医 学 日本事情

自分 の研 究に関係す る専 門用 語の指導のみを望

む留学生は皆無 といってよ く、 む しろ 日本 に留学

した機 会に多 くの日本 の医療関連情報 を得 ようと

する学生の方が多い。 ここでは これら要望 をも と

に、 日本の医学教育制度、 医学部の組織、 学会 情

報、医療保険制度、医学史、医療社会学な どを取

り上げて時にはビデオを用いて、時にはディスカッ

シ ョン形式を取り入れて指導 している8)。

2.2.10修 学指導

専門用語、医学日本事情な どの他 に、医学系留

学生の修学を支援す るため に、種々の対応 をとっ

ている。例をあげれば研究や学習についての相談、

辞書や 書籍 の情報、コンピュータハー ドや ソフ ト

に関する質問、研究室 ・医局での人間関係などで、

これ ら研究を側 面から支える指 導も大変重要で あ

る。 ところで、 研究や学習 につ いての相談 とい う

項 目の中で も、 とりわ け希望の多い学会発表やゼ

ミでの発表、 日本語論文の投稿 などについての指

導を行 っているが、この指導は単に科学的 な表 現

の指導 にとどま らず、論文 内容 の論理性な どにつ

いての判断 を迫 られる場合があ り、専 門知識の必

要性が求められる。



2.3研 究留学生のための授業の進め方

2.2で 述べ た各事項 の必要性 と受講留学生の研

究内容の聞き取 りおよび留学生か らのフィー ドバ ッ

クをもとに研究支援 を前提 にした医学 系専 門日本

語教育を半 期15週 の授業の流れで記載すると以下

のようになる。

・第1週 ～第2週

実験系基礎用語、学術基本用語

・第3週 ～第4週

基礎医学系専門用語

・第5週 ～第7週

臨床医学系専門用語、病院用語、薬剤名、

診療 ・診察基礎用語、施設見学

・第8週 ～第10週

臨床医学系専門用語、基礎医学系専門用語

診療 ・診察基礎用語、医療接遇表現、

医学日本事情

・第11週 ～第13週

臨床医学系専門用語、病院用語、薬剤名、

診療 ・診察基礎用語、医療接遇表現、

医学日本事情

・第14週 ～第15週

臨床医学系専門用語、基礎医学系専門用語

診療 ・診察基礎用語、医療接遇表現

医学 日本事情、施設見学、考査またはレポー ト

※修学指導は随時

3.教 材 につい て

筆者 は多 くの留学生教育 の担 当者か ら専門 日本

語に関する教材、特に授業 で直接使えるものが な

いとい う声 を聞 くことが多い。近年、理工系の分

野では山崎らによる 『科学技術日本語案内』勢が出

版され たこ とに より教材の作成 とい う点で は(と

りわけ本稿 で筆 者が実験系基礎用語、 学術基本 用

語とよんでいる分野については)長 歩の進展があっ

たと筆 者は認識 してい るが、医学系留 学生 のため

の教材 はま さに皆無に近い状態である。これは指

導者が医学系留学生の専門 日本語に対するニーズ

を正 しく認識していな いこ とが原因の一つ と考 え

られる。また、 医学系専門用語や医学知識 のもつ

難解さから、指 導者が教材 の作 成を躊躇す るの も

原因の一つと考えられる。

筆者 は生命科 学系の研究経験 とこれ まで の留 学

生教育から得られた留 学生 のニーズを もとに医学

系専門 日本語分野の独 自教材を作成 しそれ らを蓄

積 している。そ の作成手法 は専 門分野 別の医学用

語辞典的な もの に始ま り、 それ を長年 の授 業の 中

で蓄積、改訂 し、現在 開講 して いる授業の流れ に

あわせて再編集 し使用す る とい うものであ る。 た

だ、教材は前述の15週 の授業 のなかで、留学生 の

理解を助けるものであ り、教材 がいか に良 くとも

授業の進め方が良くな けれ ば良 好な指導結果は得

られな い。なお、現在 これ らの教材の 出版 を計画

してお り、 これ ら教材の作成理念、構成、使用 実

践報告等の詳細は別稿に譲 りたい。

医学系教材作成のた めに使用 できる資料 は意外

に多い 軌 一般的なもの では、市販 の医学専門用

語集やカルテ用語辞典、また、 最近の種類 が増 え

てきた 日本人医学部学 生向 けの医学英語教 材の逆

利用や在 日外国人のた めの医療 会話集、さらにイ

ンターネ ッ トに よる情報収集な ど数年前に比べれ

ば教材作成 のた めの環境はずいぶん良 くな って い

るとい える。但 し、 ここで問題 になるのは、これ

らの教材作成のための母資料か らどの ような情報

を引きだ し、 どのような情報を捨てるか という判

断が、指導 者の医学的知識 と経験に負 うところが

大きい とい うことであ る。結局 、医学系留学生 の

専門日本語 教育 を行 う場合、指導者には医学的知

識が必要であるとい うことである。

4.お わ りに

本研 究では、筆者が実施 している医学系留学生

に対す る専門日本語教育について論 じたが、医学

系専門 日本語教育につ いて力説 したい ことは、受

講を希望す る留学生が基礎 的な 日本語能力 を備 え

ている こと、指導者に医師であ る留学生の質問 に

対して対応できる基礎 的な医学的専門知識が不 可

欠であ るということである。基礎的 日本語能力を

留学生 に求 めた のは、筆者の研 究留学生に対す る

予備教育を担 当した指導 経験:からである11)。また



指導者 の医学的専門知識の問題 についても、一般

の日本語教育を受ける留学生が初学者である場合、

指導者 が日本語の知識 のない留 学生に授業 を通 し

て日本語 とい う知識を教授する という方式 とは異

なり、指導者が専門教官でない場合、留学生は指

導を受 ける専門分野の 医学的知識の点にお いて、

指導者 より優位 にあり、授業のなかで も留学生 と

教官の間で専門知識が飛び交 うなど、 日本語教育

というよりはむ しろ専 門教育的 な色合 いを帯び て

いるのが現実であるか らで ある。実は本研 究の中

で、筆者が 日本語教育 の面か ら専門日本語教育 に

ついてほとんど言及 していないのもこの理 由に よ

るものである。

帰す るところ、筆者 は専 門日本語教育の中核 と

なるべ きは実は言語で はな く当該専門分野 に関す

る知識 ではないか とい う思 いを強 くした。 その根

拠 となるのは次の3点 である。

①一つの医学用語を指導す ると必ず と言 って よ

いほ ど、それ に関連する用語 についても質問を

行ってくる。その際、専 門用語間の関連 を説 明

するうえで医学的知識が必要 となることが多い。

②指導 した語や文章が、留 学生 が行 う研 究や 診

療、特に診療 に使用 され るこ とが多 く、 誤った

医療行為 を防 ぐいう観点か ら医学的知識 の裏付

けが必要になる。

③学会発表、日本語論文作成についての質問や

ア ドヴァィスを求められることが多 く、その際

基礎 的な専門知識の他に、科 学的な実験計画 に

関する知識も必要となることが多い。

それゆえ、医学系留学生 に対する専 門日本語 教

育が 日本語教育の分野から助言 を受けつつ 、医学

系専門教育の範躊で実施されることが望ま しい と

いう考 えに至ったものであ る。 また、 この ように

考えることで、医学系留学 生に対する:専門日本語 ・

日本事情教育が、今後益々盛ん になるであろう医

療の国際交流を視野に入れた国際交流科 目注4へ と

発展す る可能性が大い に広がる との認識を深 くし

た12)⑤。そのためにも筆者は医学系留学生のた め

の教育 について広 く議論すべき である との考えの

もと、全国の医学部、医科大学 に対 して医学系留

学生の教育、交 流に関するネ ッ トワークの構築 を

提案するものである。

注

注12000年4月 現在、全国の主要国立大学に2つ の留

学生 日本語教育センター と33の 留学生センターが設

置されている。

注2専 門日本語 および専門 日本語教育とい う言葉の定

義はいまだ 定まったものはないが、本研究では、専門

用語を含む 留学生の研究に必要 とされる学術的 日:本語

という一応の基準を作って論じることにする。

注3NHKス ペシャルー世紀を越 えて ・テクノロジーの

あくなき挑 戦 「第4集 ロボ ット・どこまで人間に近づ

けるのか」平成12年(2000)10月15日 午後9時 ～

放送 より。

注4筆 者は専門 日本語教 育の時間の中で、専門日本語

と専門日本事情の両者を取 り入れてい る。専門日本事

情では、各国の医療事情や医療制度、医学教育などが

話題にな り、この授業を発展させることで 日本人学生

をも取 り込んだ国際交流科 目として確立させることを

目指 している。
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英文要旨

   In recent years, teaching the Japanese Language is gaining more and more popularity 

because of the increasing influx of foreign students in Japan. But looking back the history 

of Japanese Language teaching, much less attention has been given to medical 

terminologies and other related courses. 

    Until recently, there have been enormous renewals of interest in teaching technical 

Japanese language course on medical science and some researches have been focused to 

study about it. 

    Technical Japanese language course on medical science covers the following 

particulars: 

(1) Teaching technical terms on medical science 

(2) Comprehensive reading and writing of scientific papers based on up-to-date research 

    information 

(3) Improving conversational skills at the scene of actual medical treatment 

(4) Constructing an effective and practical curricula for the technical Japanese language 

    course on medical science for foreign students 

(5) Teaching the "Study of Medical System in Japan" 

     In this paper, the common question on how the technical Japanese language course on 

medical science be instituted to foreign students will be likewise addressed. Furthermore, 

the importance of teaching Japanese technical terms in the medical field will be strongly 

emphasized. 

    This paper is a report of my optimistic goal and attempt of teaching a technical 

Japanese language course on medical science for foreign students.


